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ＬＥＤ道路・トンネル照明灯に関する実証実験への参加者の公募要領 
 
1.公募の目的 

道路・トンネル照明灯にLEDを適用する場合の照明設計に必要な光学特性及び関連する

規格・基準の適合性等に関する基礎データの収集を目的とする実証実験への参加者の公募

を行います。 
なお、本公募は企業や製品の認定をするものではありません。 

 
２．公募スケジュール概要（案） 

 公募スケジュールは下記を予定しておりますが、変更される場合があります。 

 

  

    
・公示（公募開始）、記者発表

     

  
  ・応募書類等について書類審査

 

・実証実験協力者の決定 
  

  

・ 実証実験協力者への通知

  
  ・ 実証実験協力者への「実験要領」の送付

    
  

・国土技術政策総合研究所において、実証実験を実施 

  
  

・実証実験結果とりまとめ

H22.11. 上旬

H22.12.21   

実

証

実

験

募

集

（ 1 ヶ月程度） 

H23.1. 上旬  決

定 

通 知 

H23.1. 上旬  
＜実験要領の送付＞ 

H23.1.下旬  

H23.2.中旬  

＜実証実験＞

H23.3.下旬
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３ 応募者の条件 
応募者は、会社概要等を【様式－１】に記載するものとし、以下の条件を満足するものとし

ます。 
・ 応募製品は標準的生産ラインで製造されたものであること。（試験・実験用として特別に製

造されたものでないこと。） 
・ 応募製品を基にした事業を実施していること。または製品を製造・納入する上で必要な権

利及び能力を有すること。 
・ 応募製品に関して応募要領に従って、必要事項の記載及び必要な証明･計算資料等の提

出ができること。 
・ 提出資料の記載及び添付される証明資料等は日本語に限るものとし、提出された資料等

に関する技術的質問に日本語で答えられること。 
・ 応募製品製造者の代理店等が応募する場合は、製造者との関係を証明する書類を提出

すること。製造者が同じで同一仕様の製品を複数の代理店等が応募することはできない。 
・ 実証実験は、応募者の負担により実施すること。 

 
 
４．公募する製品の適用タイプ及び設計条件 
４．１ 公募する製品の適用タイプ 

 (１) 適用タイプ 
 公募製品の適用タイプは表４．１のとおりとし、ａからｇｇまでとします。 
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表４.1 公募する製品の適用タイプ 

 

 
道路分類 

一般国道等 自動車専用道等

2 車線道路 3 車線道路 2 車線道路 

設計条件 歩 道 有 無 有 無 無 

①
連
続
照
明 

平均路面輝度 1cd／㎡ ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

平均路面輝度 0.7cd／㎡ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ 

平均路面輝度 0.5cd／㎡ ｋ ℓ  

② 

局 

部 

照 

明 

交
差
点
照
明 

十字路 （2 車線×2 車線）, 20lx ｍ 

 

十字路 （2 車線×2 車線）, 15lx ｎ 

十字路 （2 車線×2 車線）, 10lx ｏ 

十字路 （4 車線×2 車線）, 20lx ｐ 

十字路 （4 車線×2 車線）, 15lx ｑ 

十字路 （4 車線×4 車線）, 20lx ｒ 

十字路 （4 車線×4 車線）, 15lx ｓ 

十字路 （6 車線×4 車線）, 20lx ｔ 

十字路 （6 車線×4 車線）, 15lx ｕ 

横
断
歩
道

歩行者の背景を照明する方式 , 20lx ｖ 

 

歩行者自身を照明する方式 ,  20lx ｗ 

③ 

ト
ン
ネ
ル
基
本
照
明 

（設計速度 40ｋｍ/ｈ） 

平均路面輝度 1.5 cd／㎡  千鳥 
ｘ 

 

（設計速度 40ｋｍ/ｈ） 

平均路面輝度 1.5 cd／㎡ 向合せ
ｙ 

（設計速度 50ｋｍ/ｈ） 

平均路面輝度 1.9 cd／㎡ 千鳥 
ｚ 

（設計速度 50ｋｍ/ｈ） 

平均路面輝度 1.9 cd／㎡ 向合せ
ａａ 

（設計速度 60ｋｍ/ｈ） 

平均路面輝度 2.3 cd／㎡  千鳥 
ｂｂ 

（設計速度 60ｋｍ/ｈ） 

平均路面輝度 2.3 cd／㎡ 向合せ
ｃｃ 

（設計速度 70ｋｍ/ｈ） 

平均路面輝度 3.2 cd／㎡  千鳥 

 

ｄｄ 

（設計速度 70ｋｍ/ｈ） 

平均路面輝度 3.2 cd／㎡ 向合せ
ｅｅ 

（設計速度 80ｋｍ/ｈ） 

平均路面輝度 4.5 cd／㎡  千鳥 
ｆｆ 

（設計速度 80ｋｍ/ｈ） 

平均路面輝度 4.5 cd／㎡ 向合せ
ｇｇ 
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４．２ 公募する製品の適用タイプ別の設計条件 

    公募する製品の適用タイプは下記の設計条件のとおりとします。 

① 連続照明  

 

・ タイプａ 平均路面輝度 1.0 cd/㎡ （片側２車線道路 + 歩道有） 

・ 総合均斉度   0.4 以上（視点位置走行車線） 

・ 車線軸均斉度 0.5 以上（各車線） 

・ 相対閾値増加 15％以下 

・ 車道幅員＝7.0ｍ、路肩幅員＝0.5ｍ 

・ 灯具高さ＝10ｍ、オーバーハング＝-0.7ｍ  （図４．１ 参照） 

・ 保守率＝0.63 

・ 平均照度換算係数＝15 lx/cd/㎡（アスファルト） 

（補足：逐点法に用いる輝度換算係数=CIE Pub.No30.2 による「C2（アスファルト）」 

とする。） 

・ 片側配列、灯具間隔 40ｍ 

（灯具間隔 40ｍ以上で性能要求を満足する場合は最大間隔とします。連続照明に

ついては以下同様。）  

（歩道部） 

・ 歩道幅員＝3.5ｍ 

・ 平均路面照度 5 lx 以上 、照度均斉度 0.2 以上 

 

 

・タイプｂ 平均路面輝度 1.0 cd/㎡（片側２車線道路 + 歩道なし） 

       車道部の設計条件は、タイプａの条件とします。（図４．１ 参照） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４．１ タイプａ，ｂ，ｆ，ｇ 道路断面とポール位置 

（但し、タイプｂ，ｇは歩道を除く） 

  

Oh＝‐0.7m

3.5m 0.5m
W=7.0m

0.5m

H=10m 

（ 車 道 ）（ 歩 道 ）
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・ タイプｃ 平均路面輝度 1.0 cd/㎡ （片側３車線道路 + 歩道有） 

車道部及び歩道部の設計条件は、タイプａの条件と同じとします。 

・ 総合均斉度   0.4 以上（視点位置走行車線） 

・ 車線軸均斉度 0.5 以上（各車線） 

・ 相対閾値増加 15％以下 

・ 車道幅員＝10.5 ｍ、路肩幅員＝0.5ｍ 

・ 灯具高さ＝12ｍ、オーバーハング＝-0.7ｍ （図４．２ 参照） 

・ 保守率＝0.63 

・ 平均照度換算係数＝15 lx/cd/㎡（アスファルト） 

（補足：逐点法に用いる輝度換算係数=CIE Pub.No30.2 による「C2（アスファルト）」 

とする。） 

・ 片側配列、灯具間隔 42ｍ 

（灯具間隔 42ｍ以上で性能要求を満足する場合は最大間隔とします。連続照明に

ついては以下同様。）  

（歩道部） 

・ 歩道幅員＝3.5ｍ 

・ 平均路面照度 5 lx 以上 、照度均斉度 0.2 以上 

 

 

・ タイプｄ 平均路面輝度 1.0 cd/㎡ （片側３車線道路 + 歩道なし） 

        車道部の設計条件は、タイプｃの条件とします。（図４．２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４．２ タイプｃ，ｄ，ｈ，ｉ 道路断面とポール位置 

（但し、タイプｄ，ｉは歩道を除く） 

 

  

Oh＝‐0.7m

3.5m 0.5m
W=10.5 m

0.5m

H=12m 

（ 車 道 ）（ 歩 道 ）
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・ タイプｅ 平均路面輝度 1.0cd/㎡ （片側２車線道路 自動車専用道） 

 ・ 総合均斉度 0.4 以上（視点位置走行車線） 

 ・ 車線軸均斉度 0.7 以上（各車線） 

 ・ 相対閾値増加 10％以下 

・ 車道幅員＝7.0ｍ、 

・ 灯具高さ＝12ｍ、オーバーハング＝－3.0ｍ、 （図４．３参照） 

・ 保守率＝0.63 

・ 平均照度換算係数＝15 lx/cd/㎡（アスファルト） 

（補足：逐点法に用いる輝度換算係数=CIE Pub.No30.2 による「C2（アスファルト）」 

とする。） 

・ 片側配列、灯具間隔 42ｍ 

（灯具間隔 42ｍ以上で性能要求を満足する場合は最大間隔とします。連続照明に

ついては以下同様。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４．３ タイプｅ，ｊ 道路断面とポール位置 

 

 

 

・ タイプｆ 平均路面輝度  0.7 cd/㎡ （片側２車線道路 + 歩道有） 

車道部及び歩道部の設計条件は、タイプａと同じ条件とします。（図４．１ 参照） 

 

・ タイプｇ 平均路面輝度 0.7 cd/㎡（片側２車線道路 + 歩道なし） 

車道部の設計条件は、タイプｆの条件とします。（図４．１ 参照） 

 

・ タイプｈ 平均路面輝度 0.7 cd/㎡ （片側３車線道路 + 歩道有）（図４．２ 参照） 

車道部及び歩道部の設計条件は、タイプｃと同じ条件とします。 

 

・ タイプｉ 平均路面輝度 0.7 cd/㎡ （片側３車線道路 + 歩道なし） 

車道部の設計条件は、タイプｈの条件とします。（図４．２ 参照） 

Oh＝‐3.0m

W=7.0 m

H=12m 

（ 車 道 ）
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・ タイプｊ 平均路面輝度 0.7cd/㎡ （片側２車線道路 自動車専用道） 

車道部の設計条件は、タイプ e の条件とします。（図４．３ 参照） 

 

・ タイプｋ 平均路面輝度 0.5cd/㎡ （片側２車線道路+歩道有） 

・ 総合均斉度 0.4 以上（視点位置走行車線） 

   ・ 相対閾値増加 15％以下 

・ 車道幅員＝6.5ｍ、路肩幅員＝0.5ｍ 

・ 灯具高さ＝10ｍ、照明灯オーバーハング＝-0.7ｍ （図４．４ 参照） 

・ 保守率＝0.63 

・ 平均照度換算係数＝15lx/cd/㎡（アスファルト） 

（補足：逐点法に用いる輝度換算係数=CIE Pub.No30.2 による「C2（アスファルト）」 

とする。） 

片側配列、灯具間隔 40ｍ 

（歩道部） 

・ 歩道幅員＝3.5ｍ 

・ 平均路面照度 5 lx 以上 、照度均斉度 0.2 以上 

 

・ タイプℓ 平均路面輝度 0.5cd/㎡ （片側２車線道路+歩道なし） 

 車道部の設計条件は、タイプｋの条件とします。  （図４．４ 参照） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４．４ タイプｋ，ℓ道路断面とポール位置 

（但し、タイプℓは歩道を除く） 

  

Oh＝‐0.7m

3.5m 0.5m
W=6.5m

0.5m

H=10m 

（ 車 道 ）（ 歩 道 ）
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②  局部照明 

１） 交差点照明  

・ タイプｍ 十字路（2 車線×２車線） 灯具の配置  （図４.５参照） 

・ 交差点内 平均路面照度 20ｌｘ 

・ 交差点内 照度均斉度 0.4 

・ 交差点の範囲は、下記に示す交差点規模のとおりとし、横断歩道部と歩行者待機場所１ｍを

含む範囲とします。 

・ ポール位置は路肩より 0.5m とします。 

・ 交差点照明用ポールは直線ポールとします。 

 

・ タイプｎ 十字路（2 車線×２車線） 灯具の配置  （図４.５参照） 

・ 交差点内 平均路面照度 15ｌｘ 

・ 交差点内 照度均斉度 0.4 

・ 交差点の範囲は、下記に示す交差点規模のとおりとし、横断歩道部と歩行者待機場所１ｍを

含む範囲とします。 

・ ポール位置は路肩より 0.5m とします。 

・ 交差点照明用ポールは直線ポールとします。 

 

・ タイプｏ 十字路（2 車線×２車線） 灯具の配置  （図４.５参照） 

・ 交差点内 平均路面照度 10ｌｘ 

・ 交差点内 照度均斉度 0.4 

・ 交差点の範囲は、下記に示す交差点規模のとおりとし、横断歩道部と歩行者待機場所１ｍを

含む範囲とします。 

・ ポール位置は路肩より 0.5m とします。 

・ 交差点照明用ポールは直線ポールとします。 
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 図４.５ タイプｍ、ｎ、ｏ 十字路（2 車線×２車線） 灯具の配置 

灯具:連続照明用 

交差点内 

凡 例 
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・ タイプｐ 十字路（4 車線×２車線） 灯具の配置 （図４.６参照） 

・ 交差点内 平均路面照度 20ｌｘ 

・ 交差点内 照度均斉度 0.4 

・ 交差点の範囲は、下記に示す交差点規模のとおりとし、横断歩道部と歩行者待機場所１ｍを

含む範囲とします。 

・ ポール位置は路肩より 0.5m とします。 

・ 交差点照明用ポールは直線ポールとします。 

 

・ タイプｑ 十字路（4 車線×２車線） 灯具の配置 （図４.６参照） 

・ 交差点内 平均路面照度 15ｌｘ 

・ 交差点内 照度均斉度 0.4 

・ 交差点の範囲は、下記に示す交差点規模のとおりとし、横断歩道部と歩行者待機場所１ｍを

含む範囲とします。 

・ ポール位置は路肩より 0.5m とします。 

・ 交差点照明用ポールは直線ポールとします。 

 

 

 

 

 

 図４.６ タイプｐ、ｑ 十字路（4 車線×２車線） 灯具の配置 

灯具: 連続照明用 

灯具: 交差点照明用  

交差点内 

凡 例 

10 m 

10 m

10 m

10 m 
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灯具:連続照明用

灯具: 交差点照明用 

交差点内 

凡 例 

・ タイプｒ 十字路（4 車線×4 車線） 灯具の配置 （図４.７参照） 

・ 交差点内 平均路面照度 20ｌｘ 

・ 交差点内 照度均斉度 0.4 

・ 交差点の範囲は、下記に示す交差点規模のとおりとし、横断歩道部と歩行者待機場所１ｍを

含む範囲とします。 

・ ポール位置は路肩より 0.5m とします。 

・ 交差点照明用ポールは直線ポールとします。 

 

・ タイプｓ 十字路（4 車線×4 車線） 灯具の配置 （図４.７参照） 

・ 交差点内 平均路面照度 15ｌｘ 

・ 交差点内 照度均斉度 0.4 

・ 交差点の範囲は、下記に示す交差点規模のとおりとし、横断歩道部と歩行者待機場所１ｍを

含む範囲とします。 

・ ポール位置は路肩より 0.5m とします。 

・ 交差点照明用ポールは直線ポールとします。 

 

 

 

 

図４.７ タイプｒ、ｓ 十字路（4 車線×4 車線） 灯具の配置 

10 m

10 m 

10 m 

10 m
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灯具:連続照明用

灯具: 交差点照明用 

交差点内 

凡 例 

・ タイプｔ 十字路（6 車線×4 車線）,灯具の配置（図４.８参照） 

・ 交差点内 平均路面照度 20ｌｘ 

・ 交差点内 照度均斉度 0.4 

・ 交差点の範囲は、下記に示す交差点規模のとおりとし、横断歩道部と歩行者待機場所１ｍを

含む範囲とします。 

・ ポール位置は路肩より 0.5m とします。 

・ 交差点照明用ポールは直線ポールとします。 

 

・ タイプｕ 十字路（6 車線×4 車線）,灯具の配置 （図４.８参照） 

・ 交差点内 平均路面照度 15ｌｘ 

・ 交差点内 照度均斉度 0.4 

・ 交差点の範囲は、下記に示す交差点規模のとおりとし、横断歩道部と歩行者待機場所１ｍを

含む範囲とします。 

・ ポール位置は路肩より 0.5m とします。 

・ 交差点照明用ポールは直線ポールとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４.８ タイプｔ、ｕ 十字路（6 車線×4 車線）,灯具の配置 

 

  

12 m 12 m 

10m 

10 m

12 m 12 m
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表４．２ 十字路における灯具の配置条件 

製品 タイプ 

交 差 点 

範   囲 
交差点内 

灯 具 灯具高さ(ｍ) 

横断歩道端

からの距離 

(ｍ) 

台数 

 平均照度(lx) 照度均斉度

タイプ ｍ 
２車線×２車線 

(18ｍ×18ｍ) 
20 0.4 連続照明用 10 10 4 

タイプ ｎ 
２車線×２車線 

(18ｍ×18ｍ) 
15 0.4 連続照明用 10 10 4 

タイプ ｏ 
２車線×２車線 

(18ｍ×18ｍ) 
10 0.4 連続照明用 10 10 4 

タイプ ｐ 
４車線×２車線 

(31ｍ×24ｍ) 
20 0.4 

連続照明用 

10 10 

4 

交差点照明用
注

 
2 

タイプ ｑ 
４車線×２車線 

(31ｍ×24ｍ) 
15 0.4 

連続照明用 

10 10 

4 

交差点照明用
注

 
2 

タイプ ｒ 
４車線×４車線 

(35ｍ×35ｍ) 
20 0.4 

連続照明用

10 10 

4 

交差点照明用 
注 

4 

タイプ ｓ 
４車線×４車線 

(35ｍ×35ｍ) 
15 0.4 

連続照明用

 
10 10 

4 

 

交差点照明用 
注 

4 

タイプ ｔ 
６車線×４車線 

(42ｍ×35ｍ) 
20 0.4 

連続照明用

12 

6車線 12  6 

交差点照明用 
注 

4車線 10 4 

タイプ ｕ 
６車線×４車線 

(42ｍ×35ｍ) 
15 0.4 

連続照明用

12 

6車線 12  6 

交差点照明用 
注 

4車線 10 4 

注. 交差点照明用灯具は交差点コーナ部に設置するものとする。 

交差点照明用灯具の保守率は、連続照明用灯具と同じとする。 
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２） 横断歩道照明  

・ タイプｖ 歩行者の背景を照明する方式（図４．９参照） 

・ 照明範囲  横断方向 車道全幅員 ８ｍ 

          道路軸方向 横断歩道の背景となる 35ｍの範囲 

・ 平均路面照度 20ｌｘ 

・ ポール位置は、横断歩道中心から 17.5ｍ、路肩より 0.5m とします。（図４．９参照） 

・ 照明用ポールは直線ポールとします。 

・ 灯具高さ＝10ｍ、保守率＝0.63 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図４．９ タイプｖ 横断歩道照明 歩行者の背景を照明する方式の配置  

 

 

表４．３  横断歩道照明 歩行者の背景を照明する方式の配置例 

製品 タイプ 車道全幅員 平均路面照度(lx) 灯 具 
灯具の高さ

(ｍ) 

横断歩道中心 

からの距離 (ｍ) 
台数 

タイプ ｖ 
８ｍ 

(２車線） 
20 連続照明用 10 17.5 2 

 

 

  

凡 例  
◎ 灯 具 

車両進行方向 

車両進行方向 
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・ タイプｗ 歩行者自身を照明する方式（図４．１０参照） 

・ 照明範囲  横断方向 横断歩道中心線上、車道全幅員 ８ｍ 

          鉛直面照度の計算高さは１ｍとし、照度の向きは車道軸に直角で自動

車の進行方向に対向する方向。 

・ 平均鉛直面照度 20ｌｘ 

・ ポール位置は、横断歩道中心から 10ｍ、路肩より 0.5m とします。 

・ 照明用ポールは直線ポールとします。 

・ 灯具高さ＝10ｍ、保守率＝0.63 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 ４.１０ タイプｗ 横断歩道照明 歩行者自身を照明する方式の配置 

 

 

 表４．４ 横断歩道照明 歩行者自身を照明する方式の配置例 

製品 タイプ 車道全幅員 
鉛直面照度    

(lx) 
灯 具 

灯具の高さ 

(ｍ) 

横断歩道中心 

からの距離(ｍ) 
台数 

タイプ ｗ 
８ｍ 

(２車線） 
20 連続照明用 10 10 2 

 

 

  

車両進行方向 

車両進行方向 

凡 例  
◎ 灯 具  
Ｗ： 車道幅員 
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③ トンネル基本照明 
  

表４．５ トンネル基本照明の設計条件 

製品 タイプ 
設計速度

（km/h） 

平均路面輝度 

（cd/㎡） 
ﾄﾝﾈﾙ内仕上げ 舗 装 

灯具高さ

(m) 
配列 灯具間隔 

タイプ ｘ 40 1.5 
天井、壁面 

コンクリート 

コンクリー

ト舗装 
５ 千鳥 

灯具間隔は

応募者が設

定するものと

す る 。 た だ

し、「ちらつき

防止のため

に避けるべ

き灯具間隔

（道路照明施

設設置基準・

同解説 表

解5-2）以外

の範囲にお

いて、所要基

準等を満足

すること。 

タイプ ｙ 40 1.5 
天井、壁面 

コンクリート 

コンクリー

ト舗装 
５ 向合せ 

タイプ ｚ 50 1.9 
天井、壁面 

コンクリート 

コンクリー

ト舗装 
５ 千鳥 

タイプ ａａ 50 1.9 
天井、壁面 

コンクリート 

コンクリー

ト舗装 
５ 向合せ 

タイプ ｂｂ 60 2.3 
天井、壁面 

コンクリート 

コンクリー

ト舗装 
５ 千鳥 

タイプ ｃｃ 60 2.3 
天井、壁面 

コンクリート 

コンクリー

ト舗装 
５ 向合せ 

タイプ ｄｄ 70 3.2 

天井、壁面 

コンクリート 

内装2.5m 

コンクリー

ト舗装 
５ 千鳥 

タイプ ｅｅ 70 3.2 

天井、壁面 

コンクリート 

内装2.5m 

コンクリー

ト舗装 
５ 向合せ 

タイプ ｆｆ 80 4.5 

天井、壁面 

コンクリート 

内装2.5m 

コンクリー

ト舗装 
５ 千鳥 

タイプ ｇｇ 80 4.5 

天井、壁面 

コンクリート 

内装2.5m 

コンクリー

ト舗装 
５ 向合せ 

＊ 照明方式は「対称照明方式」とする。 
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図４．１１ トンネル断面 1） 一般国道用（適用タイプｘ～ｃｃ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４．１２ トンネル断面２）  自動車専用道路（適用タイプｄｄ～ｇｇ） 
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図４．１３ 実証実験を行う国土技術政策総合研究所の実大トンネル断面図 

（適用タイプｘ～ｇｇ） 
 
    

・ タイプｘ 平均路面輝度 1.5 cd/㎡ （２車線） 

・ 総合均斉度   0.4 以上（視点位置走行車線） 

・ 車線軸均斉度 0.6 以上（各車線） 

・ 相対閾値増加 15％以下 

・ 車道幅員＝7.0ｍ、全幅員＝11.25ｍ（実証実験は 9.8ｍ） 

・ トンネル内仕上げ 天井、壁面 コンクリート仕上げ（反射率２５％） 

路面  コンクリート舗装 

平均照度換算係数＝13 lx/cd/㎡（コンクリート） 

（補足：逐点法に用いる輝度換算係数 

＝CIE Pub.30.2 による「C1（コンクリート）」とする。） 

・ 壁面輝度比 0.6 以上（歩道側の壁面を除く） 

・ 灯具高さ＝5ｍ、 

・ 保守率＝0.54 

・ 配列 千鳥 

（歩道部） 

・ 歩道幅員＝2.0ｍ 

・ 平均路面照度 5 lx 以上(夜間調光時) 

 

・ タイプｙ 平均路面輝度 1.5 cd/㎡ （２車線） 

次の項目以外は、タイプｘと同じ条件とします。 

・ 配列 向合せ 
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・ タイプｚ 平均路面輝度 1.9 cd/㎡ （２車線） 

平均路面輝度以外は、タイプｘと同じ条件とします。 

 

・ タイプａａ 平均路面輝度 1.9 cd/㎡ （２車線） 

次の項目以外は、タイプｘと同じ条件とします。 

・ 配列 向合せ 

 

・ タイプｂｂ 平均路面輝度 2.3cd/㎡ （２車線） 

平均路面輝度以外は、タイプｘと同じ条件とします。 

 

・ タイプｃｃ 平均路面輝度 2.3cd/㎡ （２車線） 

次の項目以外は、タイプｘと同じ条件とします。 

・ 配列 向合せ 

 

・ タイプｄｄ 平均路面輝度 3.2cd/㎡ （２車線） 

・ 総合均斉度 0.4 以上（視点位置走行車線） 

・ 車線軸均斉度 0.6 以上（各車線） 

・ 相対閾値増加 15％以下 

・ 車道幅員＝7.0ｍ、全幅員＝10.935ｍ（実証実験は 9.8ｍ） 

・ トンネル内仕上げ 天井 コンクリート仕上げ（反射率２５％） 

壁面 コンクリート仕上げ（内装有り 60％ 計算高１ｍ 

路面 コンクリート舗装 

平均照度換算係数＝13 lx/cd/㎡（コンクリート） 

（補足：逐点法に用いる輝度換算係数 

＝CIE Pub.No30.2 による「C1（コンクリート）とする。） 

 

・ 壁面輝度比 1.0 以上 

・ 灯具高さ＝5ｍ 

・ 保守率＝0.54 

・ 配列 千鳥 

 

・ タイプｅｅ 平均路面輝度 3.2cd/㎡ （２車線） 

次の項目以外は、タイプｄｄと同じ条件とします。 

・ 配列 向合せ 

 

・ タイプｆｆ 平均路面輝度 4.5cd/㎡ （２車線） 

平均路面輝度以外は、タイプｄｄと同じ条件とします。 

 

・ タイプｇｇ 平均路面輝度 4.5cd/㎡ （２車線） 

次の項目以外は、タイプｄｄと同じ条件とします。 

・ 配列 向合せ 
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５． 応募要領 

 （１）応募資料 

応募にあたっては、以下の資料が必要となります。各様式については、国土交通省ホー

ムページ（http://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo08_hh_000112.html）よりダウンロードし

てください。 

応募資料に使用する言語は日本語とします。 

 

 応募資料一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 提出資料は原則Ａ４判で提出してください。（ただし、添付資料等をパンフレット等でＡ４

判では不都合なものについては、任意の大きさでかまいません。また、添付資料には通

し番号を記入し、応募様式の添付資料欄にその番号を記載してください。） 

※提出資料【様式－１～５】は、まとめて１部とし、左上角をＷクリップで留め、合計３部（正１

部、副２部）提出してください。なお、電子データについては、１部提出とします。 

※申請書に必要な書類は一太郎Ver13、Word2002、Excel2002、PDF形式以下で作成するこ

と。 

 

・応募された資料は、ＬＥＤ道路照明灯具導入に向けた基本的な考え方の策定以外に無断

で使用することはありません。 

・提出された資料は返却しません。 

・提出資料に関する追加資料の依頼及び説明を求める場合があります。 
 
 

・  【様式－１   】 会 社 概 要                   

・ 【様式－２－１】 ＬＥＤ道路照明灯具 基本規定事項      （製品毎） 
・ 【様式－２－２】 ＬＥＤ道路照明灯具 構造・寿命        （製品毎） 
・ 【様式－２－３】 ＬＥＤ道路照明灯具 エネルギー関係    （製品毎） 
・ 【様式－２－４】 ＬＥＤ道路照明灯具 付加機能等       （製品毎） 
・ 【様式－２－５】 ＬＥＤ道路照明灯具 経済性          （製品毎） 
・ 【様式－３   】 ＬＥＤ道路照明灯具 箇所別提出資料     （適用タイプ毎） 
・ 【様式－４－１】 ＬＥＤトンネル照明灯具 基本規定事項   （製品毎） 
・ 【様式－４－２】 ＬＥＤトンネル照明灯具 構造・寿命      （製品毎） 
・ 【様式－４－３】 ＬＥＤトンネル照明灯具 エネルギー関係  （製品毎） 
・ 【様式－４－４】 ＬＥＤトンネル照明灯具 付加機能等     （製品毎） 
・ 【様式－４－５】 ＬＥＤトンネル照明灯具 経済性        （製品毎） 
・ 【様式－５   】 ＬＥＤトンネル照明灯具 箇所別提出資料  （適用タイプ毎） 
・  添付資料（任意） 
・ 電子データ（様式－１～５及び添付資料の電子ファイルを収めた 
  ＣＤ－Ｒなど）・・・・・１式 
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（２）応募製品及び適用タイプ 
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(3) 公募の期間 

平成 22 年 11 月 10 日（水曜日）から平成 22 年 12 月 20 日（月曜日）必着 

(4) 提出・問合せ先 

    〒100-8918 東京都千代田区霞が関 2-1-3 中央合同庁舎 3 号館 

国土交通省大臣官房技術調査課電気通信室 有村、糸氏 

電話 03-5253-8111（内線 22364、22375）、直通 03-5253-8223 

Fax03-5253-1538 

E-mail: led_dentsu@ml.mlit.go.jp 

 

 

６．実験協力者への通知 

(1) 選定における審査の基準 

実験場所及び実験期間の制約があるため、応募の状況により実証実験を行う対象製

品に限りがある場合があります。応募者（以下「実験協力者」という。）が提出した応募資

料を基に「実験協力者」の選定を行います。選定の基準は以下の通りです。 

①応募資料様式の中で、【様式２～５】右端の「資料提出の必要性」の欄については下記

のとおりです。 

・「◎」と記載している場合は設計条件の規定値を満たしている確認と製品選定の審査

に使用します。提出されない場合は欠格となります。 

・「○」と記載している場合は光学特性及び関連する規格・基準の適合性に関する基礎

資料として活用するため、出来る限りご提出ください。 

・「－」と記載している場合は参考資料として可能な範囲でご提出ください。 

②提出された応募様式の中で別紙－１～３に示す審査基準による配点の合計値が相対

的に大きいこととし、詳細は以下のとおりとします。 

・適用タイプａ～ｇｇ毎に審査基準により配点し、上位者より選定します。但し、１製品が

複数の適用タイプに選考された場合は、順位の最も高い適用タイプで選定します。 

・１実験協力者あたり適用タイプａ～ｗで３製品、ｘ～ｇｇで２製品が最大の実証実験の対

象数となります。 

・１製品が複数の適用タイプに選考され、適用タイプ毎の順位が同一の場合は、応募時

の希望する優先順位①～最大⑤までの優先順位が高い適用タイプを選定します。 

③実証実験の対象製品数は、表４．１公募製品適用タイプ毎に５製品を想定しています。 

但し、応募数や総実験数の関係で増減する場合があります。 

 

(2) 実験協力者への通知 

上記(1)により「実験協力者」の選定を行い、通知をさせていただきます。 

なお、選定されなかった場合でも応募状況、実験スケジュール等から実験を追加する

ことが可能な場合に、希望者の中から追加実験を行う場合があります。【様式－１】に希

望の有無を記載して下さい。希望する製品が追加実験可能数を上回った場合には(1)の

基準により選定､通知されます。 
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７．実証実験 

 (1) 実証実験の概要 

実証実験の概要は、以下を予定しておりますが、実験場所の状況、実験可能期間等

で変更になる場合があります。（別途、実験協力者へは実験要領を送付します。） 

①連続照明（タイプａ～ℓ）については、灯具を 1 スパン２灯設置し、「道路照明施設設置基

準・同解説」の付表５ 測定要領に従い照度測定を行います。 

②局部照明（タイプｍ、ｎ、o、ｖ、ｗ）については灯具を 1 灯、局部照明（タイプｐ、ｑ、ｒ、ｓ、ｔ、

ｕ）は２灯（連続照明用１灯、交差点照明用１灯）設置し、各々単灯にて照度測定を行い

ます。 

③トンネル基本照明（タイプｘ～ｇｇ）については、灯具を千鳥配置の場合は４灯３スパン、

向合せ配置の場合は 1 スパン４灯設置し、「道路照明施設設置基準・同解説」の付表５ 

測定要領に従い照度測定を行います。 

灯具間隔は、実験協力者が応募資料に記載した設置条件を設定します。 

     

(2) 実証実験に必要な経費 

実証実験に必要な経費は、全て実験協力者の負担によるものとし、詳細については別

途送付する実験要領によるものとします。 

・応募製品 

①連続照明（タイプａ～ℓ）については、２灯 

②局部照明（タイプｍ、ｎ、ｏ、ｖ、ｗ）については、1 灯 

局部照明（タイプｐ、ｑ、ｒ、ｓ、ｔ、ｕ）については、２灯（連続照明用１灯、交差点照明用１

灯） 

③トンネル基本照明（タイプｘ～ｇｇ）については、４灯 

 

(3) 実証実験の日時 

実証実験の日時は、実験協力者へ後日、通知いたします。 

 

(4) 実証実験予定期間 

平成 23 年 1 月下旬から平成 23 年 2 月頃 

 

(5) 実験予定場所 

〒305-0804 茨城県つくば市旭 1  国土交通省国土技術政策総合研究所 

     

  （6） 問合せ先 

    ５．(4)と同じ 


